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■ 

英
国
最
大
の
肉
市
場
「
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
向
か
い
に
建

つ
、
セ
ン
ト
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病
院
（St 

Bartholom
ew

's Hospital

）。
設
立
か
ら

９
０
０
年
以
上
が
経
っ
た
今
で
も
、
当
初
と

同
じ
場
所
で
医
療
を
提
供
し
続
け
る
英
国
最

古
の
病
院
だ
。
今
回
は
10
月
６
日
か
ら
初
め

て
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
同
病

院
の
北
棟
（North W

ing

）
を
紹
介
し
た

い
。

　

通
称
「
バ
ー
ツ
（Barts

）」
と
呼
ば
れ
る

セ
ン
ト
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病
院
の
起
源
は

１
１
２
３
年
。
当
時
の
国
王
ヘ
ン
リ
ー
１
世

の
寵
臣
ラ
ヒ
ア
が
、
ロ
ー
マ
巡
礼
中
に
重
い

病
に
倒
れ
、
明
日
を
も
知
れ
ぬ
命
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
神
へ
の
強
い
祈
り
が
届
い
た
の

か
奇
跡
的
に
回
復
。
す
る
と
、
夢
に
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
使
徒
で
あ
る
聖
人
バ
ー
ソ

ロ
ミ
ュ
ー
が
現
れ
、
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に

貧
民
や
病
人
を
助
け
る
た
め
の
修
道
院
（
病

院
）
を
建
設
す
る
よ
う
告
げ
た
と
い
う
。

　

こ
の
「
お
告
げ
」
に
従
い
、
ラ
ヒ
ア
が
創

設
し
た
の
が
「
セ
ン
ト
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー

修
道
院
」
で
あ
り
、
16
世
紀
に
ヘ
ン
リ
ー

８
世
に
よ
っ
て
修
道
院
解
散
令
が
発
布
さ
れ

た
後
も
、
貧
民
救
済
病
院
と
し
て
生
き
残
っ

た
。
修
道
院
と
し
て
の
収
入
が
絶
た
れ
た
こ

と
で
一
時
は
経
営
難
に
陥
っ
た
も
の
の
、
ヘ

ン
リ
ー
８
世
か
ら
の
支
援
で
な
ん
と
か
再
建
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

設
立
当
初
の
建
物
は
残
念
な
が
ら
現
存
し

て
い
な
い
が
、
同
病
院
の
も
っ
と
も
古
い
部

分
が
、
長
い
修
復
期
間
を
経
て
今
回
初
公
開

さ
れ
た
北
棟
に
あ
た
る
。
ス
ミ
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
側
の
通
り
に
面
し
た
、
ヘ
ン
リ
ー
８

世
の
石
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
ゲ
ー
ト
を
く

ぐ
り
抜
け
る
と
、
左
手
に
小
さ
な
教
会
（St 

Bartholom
ew
 the Less

）
が
あ
る
。
そ
こ

を
通
り
過
ぎ
た
真
正
面
に
建
つ
の
が
、
そ
の

北
棟
だ
。

　

１
７
３
２
年
に
完
成
し
た
同
建
物
の
見
ど

こ
ろ
は
、
名
建
築
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ギ
ブ
ス

が
手
が
け
た
壮
麗
な
グ
レ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
、

画
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ガ
ー
ス
の
壁
画
で
有

名
な
吹
き
抜
け
階
段
。
グ
レ
ー
ト
ホ
ー
ル
は

病
院
再
建
に
助
力
し
た
寄
付
者
た
ち
へ
の
応

接
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
最
奥
に

は
仁
王
立
ち
姿
で
お
馴
染
み
の
ヘ
ン
リ
ー
８

セント・バーソロミュー病院
を征く

900年の歴史を持つ英国最古の
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世
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
、
壁
は
寄
付
者
の

名
前
と
金
額
が
刻
ま
れ
た
木
製
プ
レ
ー
ト
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

プ
レ
ー
ト
は
現
在
も
更
新
さ
れ
続
け
て
い
る

と
い
う
。

　

ま
た
、
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
よ
く
見

る
と
、
ヘ
ン
リ
ー
８
世
が
同
病
院
の
支
援
を

約
束
す
る
書
状
を
ロ
ン
ド
ン
市
長
に
手
渡
す

様
子
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
興
味
深

い
。
そ
の
書
状
は
、
敷
地
内
の
博
物
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
逃
さ
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

一
方
、
吹
き
抜
け
階
段
で
は
ホ
ガ
ー
ス
に

よ
る
壁
画
「
ベ
テ
ス
ダ
の
池
」
と
「
善
き
サ

マ
リ
ア
人
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
つ

と
も
聖
書
を
題
材
と
し
て
お
り
、
万
病
を
治

す
聖
な
る
池
で
病
人
の
傷
が
癒
さ
れ
る
場
面

と
、
善
意
で
救
命
行
為
を
行
う
サ
マ
リ
ア
人

の
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
病
院
の
す
ぐ

近
く
で
生
ま
れ
育
っ
た
ホ
ガ
ー
ス
は
、
幼
少

期
よ
り
貧
困
生
活
に
苦
し
ん
だ
経
験
か
ら
、

画
家
と
し
て
成
功
し
て
上
り
詰
め
た
後
も
貧

困
と
差
別
の
撲
滅
を
訴
え
、
世
相
を
痛
烈
に

風
刺
す
る
連
作
絵
画
を
制
作
し
続
け
た
。
孤

児
向
け
の
養
育
院
の
建
設
と
い
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
活
動
に
も
惜
し
み
な
く
尽
力
し
、
セ

ン
ト
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病
院
の
理
事
も
務

め
て
い
る
。

　

ペ
ス
ト
、
ロ
ン
ド
ン
大
火
、
ロ
ン
ド
ン
大

空
襲
と
い
っ
た
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

９
０
０
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
変
わ

ら
ず
に
医
療
を
提
供
し
続
け
る
、
セ
ン
ト
・

バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病
院
。
今
で
も
放
射
線
医

学
な
ど
で
第
一
線
を
走
る
こ
と
で
知
ら
れ
、

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」
シ
リ
ー
ズ
に

登
場
す
る
ホ
ー
ム
ズ
の
相
棒
ワ
ト
ソ
ン
博
士

が
医
者
を
し
て
い
た
（
と
い
う
設
定
の
）
病

院
で
も
あ
る
。
見
る
箇
所
は
多
く
な
い
が
、

歴
史
好
き
な
人
は
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
は
、
貧
民
救
済
病
院

だ
っ
た
面
影
が
残
る
「
赤
い
救
貧
箱
」
に
も

目
を
留
め
て
ほ
し
い
（
博
物
館
の
出
入
口
に

設
置
さ
れ
て
い
る
）。

　

開
館
は
毎
週
月
・
火
曜
と
各
月
の
第
一
日

曜
、
入
場
無
料
（
予
約
不
要
）
で
写
真
撮
影

も
可
能
。
た
だ
し
現
地
を
訪
れ
る
と
き
は
、

北
棟
以
外
は
現
役
の
病
院
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
で
あ

る
た
め
、
節
度
を
持
っ
て
見
学
す
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
。

（2025 年 10 月 21 日現在）

（
写
真
下
段
、
右
端
か
ら
）
ヘ
ン
リ
ー
８
世
の
石
像
が
中
央
に
設
置
さ
れ
た
ゲ
ー

ト
ハ
ウ
ス
、「Rem

em
ber the Poor's Box

」
と
書
か
れ
た
救
貧
箱
、
グ
レ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
８
世
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
。
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Barts North Wing
St Bartholomew's Hospital
West Smithfield, London EC1A 7BE

開館日	 月・火曜／毎月第１日曜 
	 10：00～ 16：00
入場料	 無料（予約不要）
※グレートホールはイベント等で貸し切り
の日があるため、必ず事前にウェブサイト
で予定を確認すること。
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シティの城壁（ロンドン・ウォール）のすぐ外側に
ある広大な放牧地だったスミスフィールドは、12
世紀頃は馬の販売所として知られ、騎士の決闘など
のほか、公開処刑も頻繁に行われていた。とくに有
名なのが、スコットランド独立を目指してイングラ
ンドと戦ったウィリアム・ウォレスの処刑（1305 年）
と、農民一揆を起こしたワット・タイラーの刺殺事
件（1381 年）で、病院の壁には慰霊碑が設置され
ている。また、メアリー１世による新教徒の火刑も
ここで行われ、200 人以上が亡くなった。

ヘンリー８世による宗教改革で、敷地が分断さ
れたセント・バーソロミュー修道院。病院部分
だけが存続することになり、放置されてしまっ
た教会部分は、メアリー１世が修道院として復
活させ、さらにエリザベス１世が英国国教会の
教会（セント・バーソロミュー・ザ ・グレート教会）
に変えている。建造当初のノルマン様式の内部
は荘厳さに溢れ、画家ホガースの誕生時に使わ
れた洗礼盤（1404 年製作）も現存。とくに、現
代アート作家のダミアン・ハーストによる聖人
バーソロミューの黄金像は必見だ。

▲

皮
剥
ぎ
の
刑
で
殉
教
し
た
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
の
右
腕
に
は
、
剥
が
さ
れ
た
自

身
の
皮
膚
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
黄
金
像
の
左
に
見
え
る
の
が
洗
礼
盤
。
教
会

内
に
は
、
修
道
院
の
創
設
者
ラ
ヒ
ア
の
墓
も
あ
る
。

かつては病院の一部だった

セント・バーソロミュー・ザ ・グレート教会


